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　第17回通常総会を６月17日（土）11時よりドーン
センターで開催しました。総会の参加者は134人（本
人出席25人、委任出席67人、書面出席42人）で正会
員数（308人）の1/5の62名以上の出席があり成立し
ました。今総会では、事業報告、活動決算、事業計画・
活動計画（２年度分）に加え定款の一部改定と１年間
議論をしてきた中期活動計画案を提案しました。
　定款の改定は、事業の種類に「環境に関連する物
品の販売」と「その他目的を達成するために必要な
事業」を追加すること、貸借対照表の公告をホ－ム
ページに掲載すること、事務局の規定の一部追加を
提案しました。また今総会で理事・監事が任期満了
となったため新たな理事・監事の候補者を提案しま
した。
　提案のあと、討議を行いいくつかの質問や意見・
提案が出されました。中期活動計画については、山
村代表理事が「中期計画は、自分で参加してアタッ
クして活動していくことが重要。高齢者が脱退し減

少しているが高齢だからやめておこうではなく動き続
けることが重要であり、年齢に関係なく自分に有益な
活動をしてもらう必要がある。」と発言、早川専務理
事は「項目は多いが議論をして年度ごとに実施するこ
とを決めた。実施できる計画のつもりである。計画の
進捗状況は 来年の総会で点検をしてほしい。 」と回
答しました。
　討議終了後、議案ごとに個別に採択を行い、９の全
議案が賛成多数で承認されました。（定款変更は2/3
以上の賛成、他の議案は過半数の賛成が必要）。  選
任された理事・監事は就任を承諾しました。新しく選
任された理事・
監 事 はCASA
のホームペー
ジの運営・組
織に掲載して
います。

　地球環境市民講座の課外講座として、７月22日
（土）に高石市高砂にある大阪ガスのガス科学館を訪
問しました。前半は、大阪ガス株式会社エネルギー・
文化研究所の当麻様から、地球の温暖化問題、日本の
エネルギー情勢と温暖化対策についての報告がありま
した。「これからのエネルギーは大規模集中型から地
域分散型へ、再生可能エネルギーと電気ガスシステム
の組み合わせ、個から地域（コミュニティー）へ」と
いう話が印象的でした。そのあとマーケティング推進
部の吉田様から電気・ガスの自由化について説明があ
りました。二つの報告はふだんの見学では聞けない貴
重なお話でした。後半は、ガス科学館の展示スペース

の見学とバスの車内から泉北製造所（第二工場）と泉
北天然ガス発電所（発電規模は554,000kW）を、行程
や防災・安全の説明を聞きながら見学をしました。泉
北製造所（第二工場）は全長2.3㎞と非常に細長い工場
で、会社全体の都市ガス生産量の51％を製造してい
るとのことでした。
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